
2005年3月1日発行　隔月1日発行　第22t号　ハンド・イン・ハンド

麩鍵灘欝灘撫難疑盤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　j
Vol．　221

［目に見えない危機］
◇ビル・ゲイツがアフリカの子どもたちのために800

億円の寄付表明をしたかと思えば、女優シャロンテー

トが一声かけただけで、100万ドルもの義援金が集ま

る。アフリカの子どもたちのためにワクチンはもちろ

ん必要ですが、一日1ドル以下で暮らし、飢餓に苦し

んでいる人々がアフリカやアジアには大勢いる。その

背景の一つとして西欧社会の企業効率優先があること

を思うと、何とも複雑です。

◇それにしても、津波で家族も家もなりわいの漁船も

失った人たちの多くがもともと経済的弱者であり、

「いのち」を失った人々も、多くが女性や子ども、高

齢者だったことをある人が「神様はなぜ災害の被害者

に弱い人ばかりを選ばれるのか」と嘆いていましたが、

これには理由があるのです。

◇昨年、私は連続して来襲した大型台風の被災地のい

くつかを見舞いましたが、歴史をひもとくと、土地が

低く水害に見舞われるところに庶民の住宅地があり、

武家屋敷や寺社は水害も津波も来ないところに立地し

ているんです。そして今だって、立地のいい所は±地

代が高いから経済的弱者は住めないんですね。土石流

に襲われたのが老人ホームや少年の保護施設に多かっ

たのも、こういう施設も安い地価のところにしか建て

られないからなんです。

◇連綿と続いているこの「いのち」の格差を災害など

では目の当たりにさせられる。この現実を変えたいの

ですが、人災の最たる「戦争」だってイラク戦争を見

ればわかる通り、戦死者の多くは、巻き込まれて殺さ

れるイラクの子どもたち。アメリカ兵も、アメリカの

国内では大学に行けない貧困層の子弟が多いのです。

◇戦争のないわが国ですが、実は戦争でも自然災害で

もない「目に見えない危機」がこの10年以上、みな

さんのまわりにしのびより、なお大きくなる可能性が

あります。それは「経済の危機」です。マネー敗戦と

言われ、国民の莫大な個人資産を既に失ってしまった

日本ですが、こういう時に真っ先に困難におちいり、

そして回復力が最も遅いのは経済的弱者です。

◇その「経済的弱者」の一角に残念ながら母子家庭が

あるのです。現在、母子家庭は122万5，400世帯で、

全世帯の2．7％。全体の9割が生別世帯です。この20

年、母子家庭の経済状況をよくするために努力してき

ましたが、経済の悪化を反映し、比例して状況は悪化

しています。持ち家率15．6％。就労による年収162

万円。常用雇用者は40％、不安定なパート、臨時、

派遣が53．2％を占めています。

◇この状況を何とか改善しなければ、子どもたちだっ

て安心して生きていけません。少子化少子化と騒ぐだ

けでなく、今、この国で生きている子どもを大切にで

きるよう、もちろん子どもだけでなく、人々の「いの

ち」と暮らしを守れるよう、目に見えない危機にしっ

かり対応できる国でありたいものです。　（円より子）
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［語り手］浅野誠　　 i［語り手］竹信三恵子
千葉県精神科医療センター医療局長　　　i　　　朝日新聞東京本社生活部記者

プ。フ．一ル　　　　iプロフ．一ル
　1946年新潟県上越市に生まれる。　　i　　1976年朝日新聞入社。経済部記者、

　千葉大学医学部卒。精神科臨床医歴　　i　　シンガポール特派員、学芸部次長

　30年。著書に「ビジネスマンの精　　i　　（家庭面デスク）などを経て04年2
　神病棟」（ちくま文庫）ほか。「ビジ　　i　　月より現職。女性と労働、女性と社

　ネスマンの精神病棟」は電子図書と　　i　　会政策をめぐる連載記事などを多数

　しても出版され．ている。毎号八ン　　i　　手がける。「日本株式会社の女たち」

　ド・イン・ハンドの表紙の絵を温い　　i　　（朝日新聞社）、「ワークシェアリン

　てくださっている浅野照子さんのこ　　i　　グの実像～雇用の分配か、分断か」

　夫君でもある。　　　　　　　　　　　i　　（岩波書店）など著書多数。

　　　　［聞き手］　円より子参議院議員／現代家族問題研究所代表

一．円：最近引きこもりなどの若者の問題　が起きています。先日も19歳と28

　歳でしたか、ある程度大人の領域に

　入った子どもたちが両親を殺したと

　いう事件もありました。家族の力が

　落ちているのか、地域の力の低下な

　のか、社会の変容なのか、ここで改

　めて「家族って何なんだろう」とい

　うお話ができればいいと思って今日

　はお集まりいただきました。

　　実は政治の世界で何かそういう子

　どもの事件や家族の事件が起きると

　必ず教育基本法を変えなきゃいけな

　い、挙句の果てには憲法24条蓉で

　変え碁きゃいけないという愚見が出

　て鳶ます6個人の尊厳とがぞうい

　うものを重要視し過ぎて、家族、家

　膣∵お旧いの協謙などが軽視されて

　いるからこういう事件が起きるんだ

とい？雲隠鋳るんですね・そん

　な短締的なごとではないと思うんで

　すけど。
　　　　　　　　　　　　　毒
　　まず浅野先生から、現場梅は今、

　家族や若い人たちがどう瞬っ状況に

　なっているのか、お話urfcだけます

か。

浅野：精神科の医師を30年ほどやつ

　ています。円さんの言われたような

　今の子どもたちの状況をいっぺんに

　解説するのは非常に難しいので、ま

　ず現場で直面していることからお話

　　　　　’A「柵一織隠闘騨胴■圏圏圏翻■■■

します。一つには引きこもりの少年、

少女、青年も含めてですけど、非常

に多いです。それから、親を殺して

しまうところまではいかなくても、

似通ったような印象を持った少年、

少女が非常に多いですね。実際には

そういう人たちの一部門精神科医の

ところに来るわけです。

　精神科の病院は病気であれば対応

しますが、病気でないと対応しませ

ん。引きこもりがイコール病気では

ありませんし、病気だからこういう

事件を起こすとは一概には言えませ

ん。しかし、引きこもりの子ども、

いろんな事件を起こす子どもなどを

一言で言うと「人との関係がとれな

い人たち」ということになります。

世の中にはい糠人や悪いみもいる。

でも付き合い曾て人ぼみん長野わり

ます。人間は関係の生ぎ物である。

そういうことがわ類らず、』 lと瀾わ

るのがとても下手だという印象を強

く持ちます。

　そういう子どもたちが病気かどう

かは別の問題として、人との関係を

持つという基本的訓練ができていな

い。結局家の中に逃げ込んでいるの

は社会、すなわち赤の他人様との関

係がとれないからです。「傷つきや

すさ」という言い方もありまずけれ

ど、それも人との関係の中でしかな

（2）

　いものです。そういう問題として捉

　えて考えていった方がいいかなと思

　っています。

竹信：記者をやって30年近くなりま

　す。経済部が長く、そのあとシンガ

　ポール特派員を経験して、家庭面に

　きました。企業と家庭の両方から日

　本社会を見てきたわけですが、家庭

　面から見ますと、家族のバックグラ

　ウンドがかなり変わってきている。

　経済構造が激変しているんですね。

　ところが家族の容れ物がうまくマッ

　チしていない。

　　それから長時閻労働がものすごく

　増えて、家族に人々が関われない状

　況であるにも関わらず、負担は全部

　家族にきている。その落差がどんど

　ん広がっている。

円：失業率が10代の後半、20代前半

　がとても高いんですね。せっかく学

　校を出ても就職できないという状況

　もある。中高年の失業問題も大きく

　年間3万4，000人の自殺のうち、50

　代の働き盛りの人の経済的自殺が増

　えています。年金だってちゃんとも

　らえるかわからないし、将来を考え

　てもおもしろくなさそうだっていう

　重苦しい雰囲気が若い人の間にあっ

　て、希望がない社会に見えるようで

　す。

　　両親を殺したような事件を見てい

　ると、何かそういう閉塞状態の社会

　の中で、いい学校に行って、いい会

　社へ就職しないと人生落ちこぼれに

　なってしまうというような価値観が

　親にも祖父母にも周りの人にもある

　のかなと思います。「ま、いいんじ

　やない」というのがなくて、視野狭

　窄になっていて、それが子どもを追

　い詰めているんじゃないかと、そん

　な感じがするんですけど。その子だ

　けの「関係がとれない」という問題

　だけじゃないような。

浅野：別の側面から見て、今日くらい

　お母さんが子どもの面倒を見ている

　時代はあんまりないんですね。歴史

　的には、江戸時代とか明治時代は母

　親は働きに出ていたんです。野良仕

　事に行ってましたし、実際はほかの

　家族の誰かが見ていたんです。そう

　いう「ファミリー」の中で暮らして



　いたわけです。それが今全然なくな

　っているのは一つ大きな問題です。

　いまさら回復できないから言っても

　しょうがないんですけど、ファミリ

　一の力も明らかに低下しています。

　　地域社会の子ども同士のコミュニ

　ケーションも非常に乏しいですから、

　関係性をうまく複数の人でとってい

　くという訓練ができていないんです

　ね。昔の村社会とは子どもたちのコ

　ミュニケーションの内容はだいぶ違

　っている。たくさんの人間関係を取

　り結ぶのが苦手なんではないかと思

　います。そうするとどうしても親と

　子という「対」の関係しかなくなつ

　てしまうんですよね。これはね、ど

　うもあまり、心理学的によくないん

　です。そこから離れられないですし、

　すべてのストレスもその関係の中に

　持ち込まれますので。気に入らない

　ことがあると全部母親にいくし、い

　やなことがあると母親に寄りかかろ

　うとする。そういう構造がどんどん

　強化されていっている。そういう中

　でいまの問題は起きてきたとは思う

　んですね。そういうところは是正し

　ていく必要があると思う。ただ、大

　きな問題は「ファミリー」の力が著

　しく低下しているということです。

円：昔マンションの5階に住んでいた

　時、娘がやっと小学校1年生になつ

　て、ある意味少し大人になったと思

　つたから出張の仕事を入れたんです

　ね。それを話したとたん、娘がラン

　ドセル放り出して玄関のたたきに座

　つたまま、泣いて泣いてだっこしょ

　うとしてもテコでも動かない。昔だ

　ったら「そんなにお母さんを困らせ

　ちゃいけないよ」とか言ってくれる

曳蓋

浅野　誠
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　近所のおじさんとかがいっぱいいた

　んですよ。今だってもし1階だった

　ら誰か来てくれてたかもしれないけ

　ど、隣家はみんな共働きで出掛けて

　ていないし、マンションという住環

　境はこういうときダメですね。それ

　に、二人だけという関係性ってとて

　もきついとしみじみ思いました。

竹信：よくわかります。私の父親は3

　歳のときに亡くなっているんです。

　だから私はシングルマザーの娘なん

　ですね。私の生まれた1950年代は、

　母が「昔はほんとに子育てが楽だっ

　た」というくらいファミリーの力も

　：地域力もありました。

　　隣が植木屋さんと床屋さんでお店

　がたくさんあった。床屋さんにはた

　くさん見習いのお姉さんがいて、よ

　く遊びに行っていました。親はいち

　いちじっと見ていなくても全然大丈

　夫だった。近所のお菓子屋さんから

　うっかりお菓子を持って来てしまつ

　ても、あとでお店の人が来て「お宅

　の娘さんが持って行ってしまったん

　だけど」ってちゃんとフォローして

　くれた。今だったら警察に通報され

　て万引きになつちゃうでしょ。裏に

　も親戚がいて何かあるとご飯を食べ

　させてくれて、お風呂にも入らせて

　くれて。それに家の中には兄弟が3

　人いて、お嫁に行く前の親せきのお

　姉さんがお手伝いに来ていたんです

　ね。閂借り人もいたし、そこに必ず

　誰かがいるという状況でした。それ

　を考えると地域力の中身がすごく違

　ってきているというのがよくわかり

　ますよね。

浅野：そういういろんな親しい人との

　関係の中で人の見方を学習するんで

　すね。だから昔の子どもはめつたな

　ことでは悪い人にさらわれない。地

　域の人が見ているというのもあるけ

　ど、子ども自身にも力があった。こ

　の人はどういう人かということが昔

　の子どもはだいたいわかった。今の

　子はわからないんじゃないかな。そ

　れにマンションは最悪ですね。

円：私たちの子どもころは、夏なんか

　みんな縁貸出して、セクハラじゃな

　いけどそんなことをいうおじいちゃ

　んもいるし、怪談やおもしろい話を

竹信　三恵子

　してくれるおじいちゃんもいるし。

　ヘンなこと言っても本当はいい人な

　んだとか。今はそういう能力をみが

　く場がないんですね。

浅野：お母さんがすごくガードしちや

　う。ガードせざるを得ない。お母さ

　んは過保護にならざるを得ないんで

　す。今の子は外の人に母親との関係

　の中で期待していることを同じよう

　に期待する。そうすると必ず裏切ら

　れるんです。そんなものを満たして

　くれる人は誰もいないということが

　わからない。期待を裏切られるから

　すぐ引きこもるということになる。

　　僕は患者さんにはまず「人は必ず

　裏切るもんだよ」と言います。「人

　は裏切るものだということを前提に

　付き合わなくてはいけない」と。母

　親は裏切らない。満たそう満たそう

　としますから。その中間がないです

　からね。で、引きこもってしまう。

　丈夫な子は大丈夫ですけど、ちょっ

　とひ弱な子は出て行かなくなって中

　へ中へと引きこもるから、どうした

　らいいかというとなかなか簡単では

　ない。

竹信：そういうことになってしまうに

　は、かなり前からトラブルの芽はあ

　つたと思うんです。今はまた少し違

　う問題が加わっているかもしれない

　んですけど。

　　高度成長時代のイデオロギーとし

　て「お母さんと子どもがいるのがふ

　つうだ」、「お母さんが面倒を見なさ

　い」っていうのがあった。お父さん

　は会社に行っているんだからしょう

　がないじゃないかと。何かあった場

　合必ず「お母さんはどうしたの」っ

　ていう時期が長かった。お金を稼ぐ

（3）
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　以外は全部お母さんに期待されてい

　るわけです。介護もそうだし、子ど

　もの面倒を見、教育をし、PTAに

　行き、結局何かひずみがあると家庭

　に女の人が一人いるんだからつてな

　るわけです。私それを「女は押入れ」

　って言っているんですけど（笑）。

　面倒くさいものはみんな放り込んで

　パッと閉めちゃう。でもお母さんも

　一人の人間ですから、そんなにたく

　さんのことを一人ではできない。

浅野：今建物も社会構造も引きこもる

　にはすこくうまくできているんです

　よ。それを引き出せって言ってるん

　じゃないんです。そうなってしまつ

　ているのはしかたがないんですけど

　も、居住環境はものすごくいい。部

　屋がいっぱいあって、明日食べるも

　のに困らない。お母さんはたいてい

　家にいますしね。3食用意してくれ

　ますし、当座何もいらないでしょ。

　　中には家庭内暴力という感じにな

　ってきて、ストレスを家の中で発散

　し、家を支配してしまう子どもも出

　てきます。ある意味子どもの王国が

　できてしまいます。そうなるととて

　もお母さん一人じゃ手に負えなくな

　ってくる。で、お父さんも対応する

　んだけど、お父さんもとても手に負

　えない、何とかしてくださいと言っ

　て来るんです。

　　子どもはふつう外の人たちとのコ

　ミュニケーションの中でいろんなこ

　とを学習するんですが、そういう学

　習機会が幼稚園くらいの時はあった

　としても、引きこもり出すとあっと

　いう間に崩れます。我々は日常的に

　人との関係の中にいないと自分自身

　の姿が見れなくなって崩れます。顔

　は鏡に映りますが、心は映りません

　からね。どんな人でも人とのコミュ

　ニケーションを断たれると、自分の

　姿が見えなくなる。スパイを洗脳す

　る時閉じ込めちゃうのはそのためで

　す。

　　でも引きこもりの場合はお母さん

　さえいればこと足りてしまうので出

　て来ない。

円：働かなきゃいけないとなったらそ

　んなことしてられないですよね。

浅野：実はね、いよいよ働かなくては

　ならないときが来るんですね。それ

　が大体25～6歳ぐらいで一山来るん

　です。それから40、50歳くらい。

　そのくらいの年齢の時にいろんな問

　題を起こすんです。いくらなんでも

　このままじゃだめだと。お父さんが

　定年を迎えるのは、本人が40歳、

　お父さんが60台くらい。こういう

　見えざる壁がやってきた時に事件を

　起こすことが多い。その時に始めて、

　警察、最終的に精神病院で医者が関

　わることがある。全員じゃないが、

　そこで始めて発病することもありま

　す。

　　自立して生きていかねばならない

　という壁に直面した時、それを克服

　する訓練ができていないのでうまく

　いかない。こういう時、自殺を試み

　たり、家族に向かって責任を転嫁し

　て攻撃的行動をとることがあります。

　ただ、最近はインターネットなどの

　影響を受け、精神的に肥大しやすい

　ため、いっきに攻撃が家の外にまで

　向かうことがあります。引きこもつ

　た子どもたちでもインターネットだ

　けはやっていることがありますが、

　インターネットのようなグローバル

　メディアは、それが作る仮想的現実

　で実際の現実を覆い隠し、まるで自

　分が世界の中心であるかのような錯

　覚を生み、精神的に誤った万能感を

　生むものです。

円：母子家庭みたいな必死で働いてい

　るお母さんの家はどうですか？食べ

　物は冷蔵庫もあるし、コンビニに行

　けばあるけど、お母さんが働いてい

　る方がまだよくないですか？子ども

　も身体を動かさざるを得ないから。

浅野：いいですよ。お母さんが誰かと

　コミュニケーションして身体を動か

　して、しかもお金が入るでしょう。

　絶対そっちの方がいいですよ。

円：ところで新潟の地震の避難所に行

　つたのですが、山古志村の家や外で

　働いていた人たちがみんなに助けて

　もらうのはいいんだけど、足腰は弱

　るし気持ちも萎えると言っていまし

　た。

浅野＝僕も「心のケア」に行ったんで

　すけど、「みんなを朝6時にたたき

　起こしてラジオ体操しなさい」と。

　これが僕の心のケア。避難所は運動

　不足ですし、子どもも夜更かしにな

　るしね。身体を動かさないとダメで

　す。今の生活は避難所じゃなくても、

　電化製品はあるし生活運動体力がみ

　んなないんです。こういつた身体運

　動をさせることが引きこもりを防ぐ

　ことにもつながります。

　　日常の生活運動とは、実は人をお

　世話する力ということでもあります。

　人と人との関係は多少なりとも互い

　にお世話し合うということにほかな

　りません。

円：今朝ニュースでね、台風被害の所

　も大変で、学校が使えないから保育

　園と学校の子が同じ施設を使ってい

　るという話がありました。小さい子
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　がお昼寝している時は静かにしてい

　るとか、小さい子を遊ばせるとかし

　て随分活気づいたらしいです。いま

　の学校って、そういう人間関係はで

　きないですよね。もっと組み合わせ

　を変えたらどうでしょうね。

竹信：そういう施設もできてきていま

　すよね。高齢者施設と幼稚園をくっ

　つけるとか、学年を縦割りにすると

　か。ちゃんと機能しているかどうか

　わからないけど。

浅野：学校の自然体験の庭とかもみん

　な枯れていますからね。中途半端に

　やってもうまくいかないと言いたか

　つたんですけどね。自然体験なんか

　そんな簡単にできるもんじゃない。

　それと似たようなもので、人と人の

　コミュニケーションなんて学校だけ

　でやろうとしても無理です。

浅野：僕は時々ヨットに乗ります。最

　近のヨットマンたちの悩みは若者の

　参入が少ないこと。どうしても大型

　の遊園地の電気仕掛けの乗り物を好

　む。ヨットというのは、風で動くも

　ので環境にやさしいのですが、いつ

　も傾いてゆれていますので、乗り心

　地はものすごく悪い。おまけにほっ

　とくとすぐに傷むので、日常的に整

　備し続けなくてはならない。どちら

　かというとヨットは乗るというもの

　じゃなくて、お世話するものです。

　ヨットマンは相当にまめな人々です。

　また体験学習としても優れています。

　ヨットは乗ったら最後、陸に着くま

　で何があろうと降りられないのです。

　そこにいる仲間と助け合って、激し

　い船酔いを耐え、嵐を乗り切らねば

　なりません。助けてもらえば仲問が

　神様みたいに見える。そういった体

　験が大切なのですが、若者は好まな

　いようです。

竹信：私も山岳部の経験がありますが、

　山登りも一緒です。誰かが倒れると

　周りの人が楽になる。その人のため

　にペースを落とそうとか、助け合っ

　て登っていく。サバイバルって落ち

　こぼれた人をたたいたりということ

　ではない。誰かが倒れたおかげで自

　分たちが助かるわけですから。そう

　いう体験が自然にできるといいんで

　すけどね。

浅野：震災の現場の阪神にも新潟にも

　行浅ましたが、あまり目的のはっき

　り》憩いみ々も六『斥さん来ていまし

霧難戦
　ではない慰と懇窺ました。

　　今の日本縫会に営ごか身動きなら

　ない閉塞感があることを、誰しも感マ

　じ出していると思います。この閉塞

　感は、助けてやりたいがそれもやり

　にくく、助けてもらいないが助けに

　現れないといったこと幽含まれてい

　るようにも思えますげ

　　実際、ボランティアで働いていた

　人の中にも、もしこういうことがな
　　　　　　　　　k，

　かったら、引きこもったままインタ

　ーネットにふけるだけではなかった

　かと思われるような若者が多数いた

　ことも確かなのです。彼らの中には、

　そうでなければめったにあり得ない

　ような、人と人との生きた出会いを

　体験できた人もいました。

円：引きこもりの問題でいう、動物は

　巣立つ本能があるはずなのに、人間

　はなぜ哺乳類なのに巣立てないので

　しょうか。

浅野：巣立つとは、それまでの人間関

　係から離れ、新しい人間関係を形成

　しなくてはならないということでも

　あります。親などとの関係とは違っ

　て、他人との関係は多彩で流動的で

　す。流動的な状況でこそ、相互に助

　け合うことの大切さを学べるかもし

　れません。しかしそういった場合の

　関係も、家族との生活の中で培って

　きた相互に助け合うという体験を基

　礎としています。

　　だから、たくさんの家族の中で育

　つ方が、他人との関係を作る場合は

　よいのですが、今はそうもいきませ

　ん。ただ、私がここで申し上げたい

　のは、引きこもる子どもたちに特徴

　的なのは、こまめに身体を動かすこ

　とが苦手であるということです。そ

　して、家族にだけでなく、どのよう

　にしてやることが他人への親切かが

　よくわかっていないことです。親切

　とは㍉たいていは自分の身体を動か

　ば締らねばならない。そして新し

こと　基本的に変わるものではなく、

結局1　手足を動かしてのまめな生

活運動　　礎としています。勉強も
大切です鼠小さい時から食事を倦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　き

ったり、部屋を整理したり、掃除や

洗濯を子どもたちにさせることはそ

れに劣らず、人生にとって大きな意

味を持つはずです。

　　★　　★　　★　　★

㌘
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お待たせしました1！

夏合宿のお知らせです

　　7月30日（土）～31日（日）、久し振りに嵐山（埼玉

　県）で合宿を行います。今年のテーマは「アンチ・エイ

　ジング」！！

●「心のアンチ・エイジング」について、円より子の話が

　あります！！

●年齢を感じさせないメークアップのテクニックを実演！

●高齢者施設で理容の講師をしている林正和さんも講演し

　てくださいます。

●子どもに絵を描いてもらい、お母さんとの関係性を見る

　企画もあります。

膳；難繕1闘
※詳細は次号でお知らせいたします。

※定員になり次第締め切りますので、「絶対行きたい1」

　という方は早めにお申し込みを。

※ベビーシッターをしてくれる方を募集しています。

※そのほか、アンチ・エイジングな楽しい企画を思いつい

　た人は事務局までご連絡ください。

一く大阪ニコニコ離婚講座〉　　　　　　　　　　　一

原則、午後1時半～午後4時半まで、ドーンセンター

（大阪市中央区大手前1－3－49　圃06－6910－8500）で。

参力ロ費　講座：1　，500円、ミニ講座：500円

3月19日（土）「身体ほぐし心ほぐし」

　元宝塚の栗岡多恵子さん（ジャズダンスなどの講

師を務めた方）

　係争中や悩みを抱えている時に、あるいは日常生

活のストレスで疲れた身体を緩めてみませんか。ア

ロマオイルの香りに浸りながら身体も心もリラック

スできるような優しいワークショップを予定してい

ます。タオルかフロアシートをご持参ください。

4月16日（土）デーマは未定（離婚した親を持つ子ども）

カウンセラー　松竹京子さん

一く例　会〉

原則、奇数月の第4土曜日の午後

場所は竹川法律事務所（大阪市淀川区西宮原1－4－15－

602　画06－6393－1331）または、ドーンセンター

小会議室

＊変更の可能性がありますので、ハンド誌でご確認
ください。

3月26日（土）竹川法律事務所

一くお知らせ〉

　5月3日か4日に高槻のジャズフェスティバル会場

でピクニックを兼ねたバザーを開催します。詳細は5

月号に掲載します。
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